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健康だより健康だより
問い合わせ先
健康推進課　☎（25）1111

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
ご
用
心

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
ご
用
心

　

普
通
の
風
邪
は
「
の
ど
が
痛
む
」

「
鼻
水
」「
く
し
ゃ
み
や
咳
が
出
る
」

な
ど
の
症
状
が
中
心
で
、
発
熱
も
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ほ
ど
高
く
な
く
、
重

症
化
す
る
こ
と
は
め
っ
た
に
あ
り
ま

せ
ん
。

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
「
高
い
熱
」

「
頭
痛
」「
関
節
痛
」「
筋
肉
痛
」
な

ど
全
身
症
状
が
強
く
、
さ
ら
に
気
管

支
炎
、
肺
炎
な
ど
を
併
発
し
、
重
症

化
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
か
か
っ
て
い

る
患
者
の
く
し
ゃ
み
や
咳
の
飛
沫
を

直
接
吸
い
込
ん
で
感
染
す
る
場
合
と
、

床
な
ど
に
落
ち
た
ウ
イ
ル
ス
が
、
ほ

こ
り
と
と
も
に
舞
い
上
が
っ
て
空
気

中
に
た
だ
よ
い
、
そ
れ
を
吸
い
込
む

こ
と
に
よ
っ
て
感
染
す
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

　

流
行
前
に
予
防
接
種
を
受
け
る
ほ

か
一
般
的
な
予
防
方
法
と
し
て
、
次

の
こ
と
を
勧
め
て
い
ま
す
。

●
十
分
な
休
養
と
栄
養
を
と
る

　

体
力
を
つ
け
抵
抗
力
を
高
め
る
こ

と
で
感
染
し
に
く
く
な
り
ま
す
。
で

き
れ
ば
夜
12
時
前
に
寝
ま
し
ょ
う
。

●
手
洗
い
と
う
が
い
の
励
行

　

手
洗
い
は
接
触
に
よ
る
感
染
を
、

う
が
い
は
の
ど
の
乾
燥
を
防
ぎ
ま
す
。

●
適
度
の
湿
度
を
保
つ

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
は
乾

燥
し
た
空
気
を
好
み
、
湿
り
気
に
は

弱
い
の
で
、
暖
房
時
は
加
湿
器
な
ど

で
適
度
の
湿
度
（
60
％
〜
70
％
）
を

保
っ
た
り
換
気
に
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

●
人
ご
み
を
避
け
る

　

流
行
時
に
は
で
き
る
だ
け
人
ご
み

に
行
か
な
い
よ
う
に
し
、
小
さ
い
お

子
さ
ん
が
い
る
場
合
は
特
に
注
意
し

ま
し
ょ
う
。

※
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防
接
種
は
、

本
紙
16
ペ
ー
ジ
で
確
認
で
き
ま
す
。 　

早
め
に
医
療
機
関
を
受
診
し
て
、

治
療
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
発
症
後
３
日
間
が
最
も
感

染
力
が
強
い
た
め
、
自
分
の
身
体
を

守
る
だ
け
で
な
く
、
他
の
人
に
う
つ

さ
な
い
こ
と
も
大
切
で
す
。
と
に
か

く
安
静
に
し
て
保
温
に
努
め
、
水
分

を
十
分
と
り
ま
し
ょ
う
。

　９月 21日（水）に泗水会場で、９月 30日（金）に菊池会場で、そ
れぞれ３歳児健診がありました。
　歯科検診の結果、むし歯がなかった子どもさんを紹介します。（敬称略）

歯ッピーキッズ３歳児健診時「むし歯なし」の子

　甘いものを控えること、歯みがきをすること、歯を強くする
こと、定期健診を受けることがむし歯を予防するポイントです。
　これからもむし歯ゼロで頑張りましょう。

松
まつおか

岡南
み な み

海（○泗  岡）

齊
さいとう

藤　翔
しょう

（○泗  北住吉）

茶
ちゃぞの

園優
ゆ う と

斗（○泗  高江出分）

江
え が わ

川凌
りょうへい

平（○泗  富の原中央）

立
たておか

岡瑠
る い

唯（泗 桜山三）

山
やまぐち

口絢
けんせい

生（泗 富の原台）

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と

普
通
の
風
邪
は
違
う
の
？

　

国
民
年
金
推
進
員
や
国
民
年
金
保

険
料
収
納
指
導
員
が
皆
さ
ん
の
自
宅

を
訪
問
し
、
保
険
料
の
領
収
の
ほ
か
、

納
め
方
や
免
除
の
手
続
き
に
つ
い
て

相
談
を
受
け
て
い
ま
す
。

　

夜
間
や
休
日
も
活
動
し
て
い
ま
す
。

●
国
民
年
金
推
進
員
（
菊
池
担
当
）

 

・
松
崎
勝
信

 

・
上
田
真
紀
子

 

・
菊
川
興
子

　

社
会
保
険
事
務
所
の
職
員
の
ほ
か
、

国
か
ら
委
託
さ
れ
た
業
者
（
平
成
17

年
度
は
「
Ｎ
Ｔ
Ｔ
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

ア
ク
ト
中
九
州
」）
か
ら
保
険
料
の

納
付
に
つ
い
て
、
電
話
で
案
内
し
て

い
ま
す
。

　

夜
間
や
休
日
に
お
電
話
す
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
。

　

国
民
年
金
推
進
員
や
国
民
年
金
保

険
料
収
納
指
導
員
は
社
会
保
険
事
務

所
の
職
員
で
す
。

　

訪
問
の
際
は
、
身
分
証
明
書
を
提

示
し
て
お
伺
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
訪
問
や
電
話
で
、
国
民
年

金
保
険
料
の
払
込
先
を
指
定
し
た
り
、

個
人
情
報
を
尋
ね
た
り
す
る
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
。

　

少
し
で
も
不
審
な
点
が
あ
る
場
合

は
、
近
く
の
社
会
保
険
事
務
所
ま
で

連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　

熊
本
西
社
会
保
険
事
務
所

　

☎
０
９
６
（
３
５
３
）
０
１
４
１

◎受付時間はどちらも午前８時 30分～午後５時です（土・日・祝日を除く）
◎「ねんきんダイヤル」は、国際電話、衛星電話、PHSや IP 電話など、電話機によっては利用できない場合が
あります
◎通話料金は、一般の固定電話の場合、接続先にかかわらず市内通話料金で利用できます

熊本年金電話
相談センターの

番号が変わりました

国民年金情報

インフルエンザと風邪はここが違う
インフルエンザ 風　邪

発症 急激 徐々に

初期症状 発熱、寒気、頭痛 くしゃみ、鼻水、のどの乾燥感

主な症状 38度以上の高熱、筋肉痛や関節痛な
どの全身症状、せき 鼻水、鼻づまり、のどの痛み

感染力 人から人へ急速に広がる ゆっくりと広がる

合併症 肺炎、気管支炎、乳児のインフルエ
ンザ脳症・脳炎 まれ

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は

ど
う
や
っ
て
う
つ
る
の
？

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は

予
防
で
き
る
の
？

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
か
か
っ
た
ら

ど
う
す
れ
ば
い
い
の
？ 赤

あかほし

星茉
まさ き

咲（○菊  立石）

赤
あかほし

星優
ゆづ き

月（○菊  立石）

玉
たまい

井愛
あい り

星（○菊  高野瀬）

城
じょう

日
ひ な こ

菜子（○菊  袈裟尾）

森
もり

菜
な つ み

津美（○菊  野間口）

永
ながた

田　心
しん

（○菊  上西寺）

小
こいけ

池凜
りんたろう

太郎（○菊  甲森北）

川
かわした

下　歩
あゆむ

（○菊  上赤星）

原
はらだ

田　薫
かおり

（○菊  稗方）

上
うえだ

田泰
たい が

雅（○泗  富の原一）

7月27日（水）泗水会場

※９月１日号に掲載がもれていま
した。おわびして掲載します。

森
もりかわ

川結
ゆい は

葉（○泗  桜山三）

髙
たかみ

見真
ま こ

子（○泗  富出分）

古
ふるかわ

川愛
あい み

美（○泗  高江）

松
まつおか

岡純
すみ れ

礼（○泗  岡）

吉
よしたけ

武みな美
み

（○泗  富の原中央）

迫
さこだ

田佳
か な こ

那子（○泗  桜山五）

中
なかお

尾真
まひ ろ

優（泗 福本一）

9月21日（水）泗水会場

池
いけべ

邉日
ひ ろ む

路務（○菊  上町）

9月30日（金）菊池会場

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス

が
体
内
に
入
る
こ
と
で
起
こ
る
感
染
症
で
す
。

　

毎
年
12
月
下
旬
か
ら
３
月
上
旬
を
中
心
に
流
行
し

ま
す
。
普
通
の
風
邪
と
違
い
重
症
化
し
、
時
に
は
死

に
至
る
こ
と
も
あ
る
の
で
、
早
め
の
予
防
を
心
が
け

ま
し
ょ
う
。

社
会
保
険
事
務
所
職
員
の

名
を
か
た
っ
た
成
り
す
ま
し

に
は
注
意
し
て
く
だ
さ
い

電
話
で
案
内
し
て
い
ま
す

自
宅
を
訪
問
し
て
い
ま
す

　

老
後
は
も
ち
ろ
ん
、
病
気
や
死
亡
な
ど
の
万
一
の
と
き
に
年
金

を
受
け
ら
れ
る
か
ど
う
か
は
、
そ
の
後
の
生
活
を
送
る
う
え
で
と

て
も
大
切
な
こ
と
で
す
。

　

社
会
保
険
事
務
所
で
は
、
皆
さ
ん
の
「
年
金
を
受
け
る
た
め
の

権
利
」
を
守
る
た
め
、
保
険
料
の
納
め
忘
れ
や
届
出
も
れ
が
あ
る

人
に
対
し
て
、
次
の
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

納
め
忘
れ
や
届
出
も
れ

は
あ
り
ま
せ
ん
か

　社会保険庁では、これまで電話による年金相談
を、個々の拠点毎に設定して対応していましたが、
年金電話相談センターと中央年金相談室の電話相
談窓口の電話番号を、全国共通電話番号（「ねん
きんダイヤル」）に設置し対応しています。

10月31日
から

年金請求などの年金相談

※最初に利用者の発信地域の最寄りの年金電話相
談センターに着信し、話中で対応することがで
きない場合は、順次回線の空いている年金電話
相談センターに着信します。

05-1165
（0570） い　い　老　後

番号は間違いのないようにお願いします

熊
本
の
場
合

熊本年金
電話相談
センター

電　

話

最寄りの
年　　金
電話相談
センター

年金を受けている人の年金相談

※最初に中央年金相談室に着信し、話中で応答す
ることができない場合は、利用者の発信地域の
最寄りの年金電話相談センターから順次回線の
空いている年金電話相談センターに着信します。

07-1165
（0570） い　い　老　後

番号は間違いのないようにお願いします

熊
本
の
場
合

熊本年金
電話相談
センター

中　央
年　金
相談室

電　

話

最寄りの
年　　金
電話相談
センター


